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第３次米原市総合計画骨子（たたき台）について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

米原市自治基本条例の制定の精神に 

立脚し、まちづくりの全ての分野に 

わたり重視していく考え方 

将来像を実現するために大切にしたい姿勢（分野ごとの政策） 

 

第３次米原市総合計画の骨子（体系案） 

「あなたが笑い わたしも笑う 幸せが生まれるまち」 

しずくを恵みに、未来を楽しむ米原びと 
今朝も清々しい。行き交う人の顔に希望が咲いているから。挑戦を応援するまちには、その源流に優しさや思いやりがある。 

幼き日よりせせらぎの水面や芽吹きの香りに心を耕し、温かい眼差しや声掛けに包まれて、私たちは育ってきた。 

一人ひとりが輝き、手を結び合わせる力が、一人ひとりの幸せ、このまちの幸福な未来をつくり出す。 

 

～あなたが笑い～ 

一人ひとりに活躍の場があり、挑戦が共感を得て応援される。 

それぞれに応じた支援の仕組みがあり、心も身体も充足感とエネルギーに満ち、個性を存分に発揮できる。 
 

～わたしも笑う～ 

だれかの活躍や挑戦を心から応援する。その姿に勇気づけられ、「わたしも」一歩踏み出し、米原の宝を最大限に活用して未

来を生み出す。だれかを支え、だれかに支えられる確かなつながりに、安心を感じ自然と顔がほころぶ。 
 

～幸せが生まれるまち～ 

すべての人々が幸せを感じ、つながり、力を合わせることで希望が生まれる。新しいことは米原から始まる。楽しいことは

いつも米原が先んじて手を付けている。希望があふれる米原に惹きつけられる人がいる。 
 
 
 

～しずくを恵みに、未来を楽しむ米原びと～ 

米原市の自然、水と緑の資源の豊かさは、市民の誇り。この恵みを身体にしみわたらせる。 

地理的優位性と新幹線駅に代表される広域交通の利便性を活かし、まちの魅力を磨き上げ、活力あふれる希望に満ちた楽し

い未来を創造する。それが「米原びと」。 

将来像 11 年後にめざす米原市の姿 

ひとの“生き

る”にみんなで

優しく寄り添う 

自分ごととして

備え、みんなで

支え合う 

豊かさを感じ、

自然のバランス

をととのえる 

恵まれた風土を

楽しみ、にぎわ

いとなりわいを

生み出す 

まちと暮らしを

ともに支え合

い、安心を灯し

続ける 

まちの明日を 

つむぐため、 

手と手をつなぐ 

（福祉・防災） （自然・環境） （産業・経済） （暮らしの土台） （協働・地域経営） 

 

人口減少・少子高齢化 

への対応 

「ひと」と「企業」に選

ばれるまちづくり 

地域コミュニティ・地域

福祉・医療の再編 

カーボンニュートラル 

の取組 

こどもまんなか社会の 

実現 

多様な主体との連携 

・協働の推進 

防災力の強化 

ＤＸの推進による 

課題の解決 

持続可能な移動手段 

の確保 

幸福を追求する 

量的充足を追い求めるだけ

でなく、市民のニーズを踏ま

え、暮らしの質の向上、満足度

の向上を通じて、市民が幸福

を実感できるまちをめざしま

す。 

挑戦する 

米原市が持つさまざまな魅

力資源や可能性を生かし、新

たな視点や技術を採り入れ、

変化を恐れずに米原らしく発

展を遂げるまち、市民・企業の

挑戦を応援するまちをめざし

ます。 

つなぐ 

世代を超えたひとのつなが

り、地域を超えたつながり（連

携）、自然環境や風土、歴史・

伝統を将来にわたって継承す

る時を超えたつながり。孤立

や断絶を防ぎ、つながりで輝

くまちをめざします。 

資料７ 


